
6・28梅雨前線豪雨災害 
 

主 な 内 容  

　6・2 8 梅雨前線豪雨災害の 
状況報告  3 「柏崎・夢の森公園」見直し（案）の 

結果について 7 健康増進計画「健康みらい柏崎21」 
基本計画がまとまりました 8 「要介護（要支援）認定者実態調査」 

を実施しました 10

写真の説明は最終ページに掲載  

7.20
NO.907
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▼柏崎市雪みち計画協議会委員を公募 �� ▼公営住宅の公募 
�� ▼保育園臨時保育士・パート保育士の登録 �� ▼第二次成人
式アトラクション出演団体募集 �� ▼ボランティア活動助成事業（平
成 17 年度後期分）募集 �� 

��
��

▼高校生企業説明会 �� ▼第 8回ミニサッカー大会 ��� ▼第 2回
親子わんだーランド　生き・活き・子育て�� ▼雪は新しいエネル
ギー「雪室フォーラム」で雪・自然・故郷を語り合いましょう �� ▼自
衛隊相馬原駐屯地の視察研修 �� ▼ふるさとまつり・灯りの夜祭
り �� ▼シニアカラオケグランプリ �� ▼ぼくの絵わたしの絵展 �� 

▼中村紘子ピアノ・リサイタル �� ▼第 49 回特別展文様の「意」と
「美」・蜻蛉の意匠～秋津島！日本はとんぼの国～��� ▼（財）新潟県
埋蔵文化財調査事業団出土品展 �� ▼花市 ��� ▼キッズ・アニ
メシアター �� ▼柏崎コレクションビレッジ　夏の特別展 �� ▼夏の
星空観察会 ��� ▼ 8 月 1日（月）から史跡・飯塚邸を公開します �� 

▼生物標本参考作品展 �� ▼地球市民キッズ・サマースクール��

���

��

��

���

行事カレンダー ���������
●● プラネタリウム夏番組　キミは未来の宇宙飛
行士（～9/25、博物館）
●● 港公園プール開放（～8/20、港公園プール）
●● 子育てキラキラ講座「育児の悩み解決法（1）」
（フォンジェ）
●● ゆったり「うつ病」相談会（元気館）
●● 「ベアテの贈りもの」上映会(柏崎エネルギー
ホール)
●● 高校生企業説明会（産業文化会館）�27
●● 第7回ふるさと人物館特別企画展（～8/21）
●● 第49回特別展文様の「意」と「美」・蜻蛉の意
匠～秋津島！日本はとんぼの国（～8/28、博
物館）�30
●● 柏崎コレクションビレッジ　夏の特別展（～8/21）
� 31
●● 生物標本参考作品展（～8/20、ソフィアセン
ター）�32
●● 科学研究・標本作製相談会（博物館）
●● 緑化講習会「庭木の手入れ（松）」（五十嵐
造園）
●● おやじのキャンプ（宮之窪）
●● ぎおん柏崎まつり（～7/26）

●● 女性のための健康相談会（柏崎保健所）
　�42
●● ぼくの絵わたしの絵展（～8/11、ソフィアセン
ター）�29
●● 子ども映画上映会（教育センター）
●● （財）新潟県埋蔵文化財調査事業団出土品
展（～9/11、新潟県立歴史博物館）�30
●● キッズ・アニメシアター（8/6、ソフィアセンター）
� 31
●● 雪室フォーラム（柏崎エネルギーホール）�28
●● 史跡・飯塚邸の公開�32
●● 夏休み親子おさかな料理教室（中央地区コ
ミュニティセンター）

●● 夏の星空観察会（教育センター）�32
●● 夏休み親子メダカの学校（柏崎・夢の森公
園）
●● 第8回ジュニアサイエンスアカデミー（～8/7・14、
みなとまち海浜公園）
●● 第2回里山ジュニアクラブ（柏崎マリーナ）
　�33
●● 第2回親子わんだーランド　生き・活き・子育
て（市民プラザ）�28

●● 歯科健康相談～歯のことが気になる方へ～
（健康管理センター）�39
●● 子育てキラキラ講座「育児の悩み解決法(2)」
（元気館）�42
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▼ 6・28 梅雨前線豪雨災害の状況報告……………�

▼「柏崎・夢の森公園」見直し（案）の
　　　　　　　　 　　　  　結果について………�

▼健康増進計画「健康みらい柏崎 21」
　　　　　　   基本計画がまとまりました………�

▼ 「第３期介護保険事業計画」の策定に向け、
　「要介護（要支援）認定者実態調査」を実施しました…��

▼功績をたたえて　　自治功労など 11人を表彰…………��

▼中華人民共和国江蘇省淮安市楚州区との友好提携の
　確認書の締結  ………………………………………………��

▼国民年金には、保険料の免除制度があります！…………��

▼母子家庭等日常生活支援事業    支援を受けたい方は登録を！…��

▼国保税（料）の納め忘れにご注意ください…………………��

▼ストップ！地球温暖化　家庭のＣＯ2削減に取り組みましょう…��
▼環境にやさしい柏崎市率先行動計画    平成 16 年度の結果報告…��

▼ 6 月 20 日の地震で被災されたお客さまを支援します…��

▼「クリーンデー柏崎」にたくさんのご参加ありがとう
　ございました  ………………………………………………��

▼都市ガスＱ＆Ａ    お得な料金メニュー   …………………��

▼安全でおいしい柏崎の水道水　すべての基準項目に適合…��
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毎月 10日は交通安全家庭の日　家族で一声かけて　交通安全！
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★

★

★…市民応接室市長在席予定日（13：00 ～ 15：00）

▼公共職業訓練ビジネスツールマスター基礎コース �� ▼ 8 月開
催の環境学校 �� ▼かしわざき市民大学 �� ▼平成17年度新潟
産業大学公開講座（春期）『障害者と一緒に暮らす街づくり』 �� 

▼夏休みこども体験教室 ��

▼平成 17年度介護支援専門員（ケアマネージャー）実務研修受講
試験�� ▼夏の省エネキャンペーン �� ▼排水設備の洗浄・クリーニ
ングの訪問営業にご注意を �� ▼貯水槽水道の維持管理につい
て �� ▼ガス保安巡回サービスに伺います �� ▼生ごみ処理ディス
ポーザを設置するときには、ご相談ください �� ▼ 8 月の窓口延長 
�� ▼ルールを守って楽しい花火 �� ▼国保・老人保健加入者が
交通事故にあったら示談前に届け出を ��

▼ 8 月の休日急患診療所 �� ▼歯科健康相談～歯のことが気に
なる方へ～ �� ▼もの忘れ相談 �� ▼胸部レントゲン検診 �� ▼

胃がん検診 �� ▼乳がん・子宮がん検診 �� ▼ゆったり「うつ病」
相談会 �� ▼元気ひろば �� ▼女性のための健康相談会 �� ▼

献血にご協力ください ��

▼子育てキラキラ講座「育児の悩み解決法（2）」 ��

★

■カメラリポート　　　   　��
■市長随想�　　　　　　　�����
■コミュニティ通信　　　   ��
■キャンパス通信局　　　   ��
■おすすめのほん・えほん　��
■ 6月の貸出予約ベスト 10　��
■データでみるかしわざきの動き　��

■顔　　　　　　　　　　   ��
■隣人友人地球人　　　　   ��
■明日への健康 　　   ��
■子どもたちと一緒に食の世界へ　��
■パチリいいえがお　　   　��
■表紙の写真　　　　　　   ��

���� ���� ���� ����
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・・・・・・・・・4ページ

・・・・・4ページ

・・・・・・・・・・5ページ

・・・6ページ

▼問い合わせ
　防災・原子力安全対策課
　� 21-4886　� 21-5980

▼降雨の状況

▼警戒態勢および対応

▼被害状況

▼平成 16 年水害との比較



広
報 4���������� ���� ���� ����

�
��

�
�
�
�
�
�
�
	



��

�
�
�
�

▼
降
雨
の
状
況

　

梅
雨
前
線
の
影
響
で
柏
崎
は
6

月　

日
夜
か
ら
雨
と
な
り
、
県
の

27
雨
量
計
に
よ
れ
ば　

日
午
前　

28

11

時
に
柏
崎
で　

㎜
、
別
山
で　

㎜
、

28

11

午
後
1
時
に
鯖
石
川
ダ
ム
で　

㎜
の

36

最
大
時
間
雨
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
、　

日
午
前
0
時
か
ら
の　

28

24

時
間
総
雨
量
が
柏
崎
で
2
1
0
㎜
、

別
山
で
1
4
9
㎜
、
鯖
石
川
ダ
ム

で
2
9
3
㎜
と
な
り
、
柏
崎
の
6

月
の
月
間
平
均
降
水
量（
1
3
2
・

5
㎜
）
以
上
の
雨
が
わ
ず
か
1
日

で
降
る
と
い
う
記
録
的
な
豪
雨
と

な
り
ま
し
た
。

※
昨
年
の
水
害
と
今
回
の
水
害
の

雨
量
比
較
は
、6
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

▼
警
戒
態
勢
お
よ
び
対
応

　

市
で
は
、　

日
午
前
6
時
に
防

28

災
行
政
無
線
で
市
民
に
対
し
河
川

の
増
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
厳
重

に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
同

8
時　

分
に
災
害
対
策
本
部
を
設

38

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
河
川
の
増

水
な
ど
に
伴
い
、
鯖
石
川
水
系
と

鵜
川
水
系
の
3
千
6
5
7
世
帯
に

避
難
勧
告
を
出
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
は
市
が
開
設
し
た　

施
23

設
と
地
域
が
自
主
的
に
開
設
し
た

集
会
所
な
ど
9
施
設
で
、
ピ
ー
ク

時
に
は
7
2
7
人
の
方
が
避
難
し

ま
し
た
。

　

午
後
5
時　

分
に
は
県
知
事
を

30

通
じ
て
自
衛
隊
の
派
遣
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
宮
場
町
・
城
東
地
区

に
、自
衛
隊
・
警
察
隊
・
見
附
消
防
・

長
岡
消
防
・
西
部
消
防
・
柏
崎
消

防
の
救
助
隊
が
救
助
に
向
か
い
、

ボ
ー
ト
8
台
な
ど
に
よ
り
1
0
3

人
の
方
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
安
全
な
場
所
ま
で
救
助
し

ま
し
た
。

6月27日（月） 
18:34　大雨・洪水警報発令 

6月28日（火） 
  6:00　防災行政無線で大雨に厳重注意の呼びかけ 
  6:13　鯖石川水防警報発令 
  7:12　鯖石川特別警戒水位に達する 
  7:30、7:58　防災行政無線で鯖石川・谷根川増水によ

り厳重注意の呼びかけ 
  8:38　災害対策本部設置 
  8:45　防災行政無線で鵜川・鯖石川水位上昇により避

難準備の呼びかけ 
  9:20　鯖石川危険水位を超える 
  9:25　鯖石川水系(加納～上原)1,323世帯に避難勧告

防災行政無線で城東地区に自主避難の呼びかけ 
10:50　青海川61世帯に避難勧告 
11:20　鵜川佐水橋上流250ｍ右岸決壊 
11:30　防災行政無線で藤元町に自主避難の呼びかけ 
12:20　防災行政無線で比角に自主避難の呼びかけ 
13:10　防災行政無線で上条・宮之窪に自主避難の呼び

かけ 
15:30　上条・黒滝40世帯に避難勧告 
15:40　宮場町・城東536世帯に避難勧告 
16:10　古町・南下83世帯に避難勧告 
16:25　自衛隊派遣を県知事に事前要請 
16:30　常盤台・剣野町443世帯に、柳橋町282世帯に避

難勧告 
17:25～19:50　城東・宮場町地区の救助活動で103人を

救助（救助部隊：自衛隊・警察隊・見附消防・長岡
消防・西部消防・柏崎消防） 

6月29日（水） 
  6:15　6月28日発したすべての避難勧告を解除 
  8:00　被害調査・防疫・災害ゴミ収集・応急復旧活動開始 
10:00　防災行政無線で水害による電気器具の点検を

放送 
11:02　（警報から注意報へ）大雨注意報 
11:05　鯖石川水防警報解除 

6月30日（木） 
  8:30　被害調査・防疫・災害ゴミ収集・応急復旧活動 
13:53　大雨警報発令 
15:24　大雨警報解除 

7月1日（金） 
  8:30　被害調査・防疫・災害ゴミ収集・応急復旧活動 
10:43　大雨警報発令 
17:15～22:00　大雨警報発令中により、全職員自宅待機 

7月2日（土） 
  1:17　大雨警報解除 
  9:00　災害対策本部解散 

※6月28日8時38分開設しました「柏崎市災害対策本部」は、応急対
策がおおむね終了し、新たに7月1日10時43分に発表された大雨
警報・洪水注意報が7月2日1時17分に解除され予想された災害
の危険性が解消されたために、7月2日9時00分に解散しました。 

水害に係る情報および経過（抜粋） 
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▼
被
害
状
況

　

住
宅
の
床
上
浸
水
1
6
6
棟
・

床
下
浸
水
3
6
5
棟
の
被
害
が
発

生
し
、
住
宅
被
害
で
は
昭
和　

年
53

6・　

水
害
に
次
ぐ
大
き
な
も
の
と

26
な
り
ま
し
た
。床
上
浸
水
は
、
城
東

　

棟
・
宮
場
町　

棟
・
新
道　

棟
・

69

43

30

関
町
8
棟
・
常
盤
台
5
棟
・
柳
橋
町

4
棟
・
平
井
3
棟
で
、青
海
川
・
春

日
・
下
方
・
米
山
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
1
棟
で
し
た
。

　

農
林
水
産
施
設
被
害
、
土
木
被

害
な
ど
に
つ
い
て
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。

��������	
��


　災害時におけるボランティア活動を円滑に行うため、
地震や風水害などの大規模な災害が発生した際に、柏
崎市災害ボランティアセンターが柏崎市社会福祉協議
会（以下「社協」という。）の中に設置されます。
　被害を受け、ボランティアの助けを必要としている方と、
ボランティア活動をやっていただける方、両者の受付窓
口として橋渡しをし、復興支援することが主な仕事です。
　ボランティアの派遣を希望される方は、直接ボランティ
アセンターにお越しいただくか、お電話をいただき、その
際に作業の内容・派遣希望人員などをお聞きします。
　ボランティアに参加される方は、事前に身分を登録し
た上で、災害ボランティア保険に加入（費用は社協が負
担）し、所定の腕章を身につけて作業に従事いたします。
　このたびの集中豪雨による水害においても、市外だ
けでなく、県外からもかけつけてくださったボランティア
の方から、被災されたお宅の片付けや、被害の大きかっ
た地区を巡回しての声掛けなど多方面で活躍していた
だきました。

▼問い合わせ

　ボランティアセンター（柏崎市社会福祉協議会内）
　� 22-1411　� 22-1441

※地域が自主的に開設した避難所(9個所)18：30現在61人、 
　20：00現在56人 

避難所開設状況（6月28日） 
避　難　所 

米山山荘 
古町集落センター 
枇杷島コミセン 
上米山コミセン 
西中通コミセン 
高田コミセン 
田尻コミセン 
北鯖石コミセン 
南鯖石コミセン 
中鯖石コミセン 
上条コミセン 
野田コミセン 
剣野コミセン 
鵜川コミセン 
比角コミセン 
中通コミセン 
新道小学校 
東中学校 
第五中学校 
鏡が沖中学校 
瑞穂中学校 
南中学校 
剣野小学校 

計 2 3 個 所  

20：00現在 
44 
0 

145 
2 
20 
36 

閉鎖 
0 
 

38 
9 
0 
22 
8 
0 

閉鎖 
10 
5 

閉鎖 
89 
35 
30 
0 

493人 

18：30現在 
44 
13 
154 
2 
18 
69 
0 
0 

閉鎖 
38 
18 
0 
59 
10 
0 
0 
9 
5 
0 
92 
53 
82 
0 

666人 

被害状況（7月6日現在） 

160棟 

168世帯 

475人 

373棟 

373世帯 

1,056人 

646棟 

5.0ha 

269.5ha 

 

6.0ha 

3個所 

12個所 

108個所 

82個所 

22個所 

24個所 

1個所 

291,760千円 

45,906千円 

61個所 

1個所 

142個所 

5個所 

563,865千円 

棟　　　数 

世　帯　数 

人　　　数 

棟　　　数 

世　帯　数 

人　　　数 

棟　　　数 

流出・埋没 

冠　　　水 

流出・埋没 

冠　　　水 

決　　　壊 

 

農　　　道 

用 排 水 路  

林　　　地 

林　　　道 

水産施設 

 

 

決　　　壊 

破　　　損 

破　　　損 

床上浸水  

床下浸水  

田  

畑  

た め 池  

河　川 

橋　梁 

道　路 

農業施設 

林業施設 

水産施設 

頭 首 工 決 壊  
 

農林水産施設被害額計 

農林水産物被害 

土木被害　 

土木被害 

土砂崩れ（山腹） 

公共土木施設被害額計 

住
家
被
害 

非 住 家 浸 水  

農
林
水
産
施
設
被
害 

被　　害 区分 種　　　　　別 
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　下表は、県の雨量観測点における平成 16 年 7月 16 日の水害と平成 17 年 6月 28 日の水害の24 時間雨量と時間雨
量を比較したものです。今回の水害時における24 時間雨量を、16 年と比較すると、元城町で約 1.8 倍、赤岩ダム・鯖石川
ダムで約 1.4 倍の雨量を記録しました。また、16 年の水害ではおおむね午後 2時から午後 6時までの4時間に強い雨が
集中して降ったのに対し、今回の水害ではおおむね午前2時から午後5時までの15時間に切れ間無く雨が降ったのが特
徴で、その間の平均時間雨量は、元城町で約 16㎜、赤岩ダムで約 31㎜、鯖石川ダムで約 19㎜となりました。

������ ※ 平成 16 年は 9：00、平成 17 年は 0：00 からの 24 時間雨量

�������
※ 平成 16 年は 7/16 の 9：00 ～ 7/18 の 4：00 までの 43 時間、
　 平成 17 年は 6/28 の 0：00 ～ 24：00 の 24 時間

大島･嶺  
84  
123  
207  
311

松代･名平 
63  
109  
172  
275

小国･諏訪井 
140  
125  
265  
237

別 山  
47  
94  
141  
149

鯖石川ダム 
93  
120  
213  
293

行 兼  
151  
107  
258  
248

西 長 鳥  
58  
57  
115  
240

土 合 川  
45  
68  
113  
245

三 和 町  
63  
41  
104  
210

16日 
17日 
計　 

 
平成16年 
 
平成17年 

赤 坂 山  
107 . 0  
34 . 0  
141 . 0  
266 . 0

川内ダム 
157 . 0  
42 . 0  
199 . 0  
286 . 0

谷根ダム 
221 . 0  
101 . 0  
322 . 0  
431 . 0

赤岩ダム 
221 . 0  
134 . 0  
355 . 0  
514 . 0

岡 野 町  
107 . 5  
120 . 0  
227 . 5  
252 . 0

中 央 町  
57 . 5  
44 . 0  
101 . 5  
212 . 5

元 城 町  
106 . 0  
36 . 0  
142 . 0  
256 . 5

16日 
17日 
計　 

 
平成16年 
 
平成17年 

1
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時間 
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0
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H17累積 

元城町 
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▼
問
い
合
わ
せ

　

環
境
学
校
開
設
準
備
室

　

�　

・
5
2
1
4

23

　

�　

・
5
1
1
6

23

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
���

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
���

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
���

　

柏
崎
・
夢
の
森
公
園
の
事
業
決
定
の
経
過
や
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、議
会
・

関
係
団
体
・
市
民
活
動
団
体
へ
は
説
明
会
、市
民
の
皆
さ
ま
へ
は
、広
報
か
し
わ

ざ
き
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
説
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
際
に
い
た
だ

い
た
市
民
の
声
を
集
約
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
・
要
望
な
ど
は
、
柏
崎
・
夢
の
森
公
園
が
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
る
公
園
に
な
る
よ
う
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

　

大
き
く
分
類
し
て
、「
施
設
・
交

通
」、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
管
理
運
営
・

住
民
参
加
」、「
そ
の
他
」に
分
類
さ

れ
、　

件
の
意
見
が
あ
り
、
そ
の
多

62

く
は
、柏
崎
・
夢
の
森
公
園
事
業
に

期
待
す
る
も
の
で
し
た
。

　
「
施
設
・
交
通
」に
関
す
る
意
見

が　

件
と
多
く
、
高
齢
者
な
ど
交

24
通
弱
者
へ
の
配
慮
と
し
て
公
園
の
ア

ク
セ
ス
の
整
備
に
関
す
る
要
望
が

目
立
ち
ま
し
た
。

�
�
��
�
��
�
	


�
�
�

�
�
�

　

意
見
の
約
半
数
が
維
持
管
理
費

の
圧
縮
に
つ
い
て
肯
定
的
な
見
解

で
し
た
が
、
反
面
、
見
直
し
に
よ
り

魅
力
が
薄
れ
集
客
力
を
懸
念
す
る

声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

見
直
し
は
、さ
ら
な
る
市
民
の
力

を
期
待
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
た

め
、役
割
分
担
を
明
確
に
し
、市
民

の
理
解
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
運
用
面
で
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

　

見
直
し
案
に
対
す
る
意
見
は　
40

件
あ
り
、
そ
の
内
見
直
し
を
支
持

す
る
内
容
が　

件
、
さ
ら
に
見
直

17

し
が
必
要
と
す
る
も
の
が
2
件
、従

来
通
り
で
見
直
す
必
要
が
な
い
と

す
る
も
の
が
9
件
で
し
た
。

▲親子里山ひろば

▲パネルディスカッション

件数 

2 
 
2 
 
2 

3 
件数 

12 
 
3 
 
2 

件数 

1 
1 

件数 

5 
7

主な意見と件数 
▼当初計画に賛成　9件 

・今まで、議会も含め説明し理解を得て計画してきた事業であり、
当初の計画で良いのではないか 

・見直しで魅力が薄れるのではないか。集客力の減少に懸念。経費
を掛けてでも人を呼び込む手立てを 

・地元（近隣市町村含む）の子供会などの利用を考えると宿泊施
設があった方が良い 

▼見直し案に賛成　17件 

▼さらに見直しを　2件 

▼その他　12件 

・見直し案に賛成。維持管理費の圧縮による市民負担軽減は評価
できる 

・宿泊施設は、市内の業者と提携することで活性化される。周辺宿
泊施設との連携でサービスの徹底を 

・市民との協働のもと、さらに市民の力を期待する案であれば、
その役割分担を具体的に明確に市民の理解を求める必要がある 

・その他 

・さらに、維持管理費の見直しを 
・維持管理費を捻出するための設計変更だけで見直しになるのか 

・シンポジウム等で公園の基本コンセプトが理解できた 
・その他 

・自然を生かした公園にして欲しい。子どものころに身近にあっ
た自然をできるだけ再現してほしい 

・長野県飯田市のような修学旅行の仕掛けをするなり、産業の活
性化に期待 

・住民参加型の公園であり今までの単なる公園と異なることがわ
かった 

・公園へ行きやすいように交通手段の充実を 
・子どもが楽しめるような遊具・工作工房などの充実を 
・群生した植物（菜の花ほか）を植栽し人を呼び込む手立てを 
・その他 

・四季を通じて楽しめる公園、特に冬期の対応を考えるべき 

・公園内だけでの展開だけでなく、他の地域・団体とうまく連携を 
・その他 

・多くの住民が参加できる体制を 

・柏崎の新しい名所になるよう努力してほしい 
・その他 

・その他 

件数 

6 

5 
4 
3 
6 

件数 

5 

2 

2 
10 

件数 

2 

2 

7 

件数 

2 
6

主な意見と件数 

▼プログラム　19件 

▼管理運営・住民参加　11件 

▼その他　8件 

▼施設・交通　24件 
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市
民
の
健
康
の
様
子
や
生
活
習

慣
の
実
態
を
み
て
健
康
の
課
題
は

何
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
よ
り

質
の
高
い
生
活
で
あ
る
「
め
ざ
す

姿
」
に
向
か
っ
て
、
市
民
が
行
動
す

る
た
め
の
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を

示
し
た
「
健
康
み
ら
い
柏
崎　

」
を

21

策
定
し
ま
す
。

１
基
本
方
針

　

計
画
の
目
的

(１)
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
家
族
や

周
囲
の
人
々
と
一
緒
に
、健
康
で

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、

自
ら
の
生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�	



�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�	



�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
健
康
み
ら
い
柏
崎　

」は
、国
が
平
成　

年
度
に
策
定
し
た　

世
紀
の
新
し

21

12

21

い
国
民
健
康
づ
く
り
運
動「
健
康
日
本　

」の
柏
崎
市
版
と
し
て
、平
成　

〜　

21

16

17

年
度
の
2
か
年
で
策
定
し
ま
す
。

　

市
民
の
死
亡
状
況
を
見
る
と
、
生
活
習
慣
病
に
よ
る
死
亡
が
6
割
を
超
え
、

基
本
健
康
診
査
で
は
、　

歳
以
上
の　

％
を
越
え
る
人
に
何
ら
か
の
異
常
が
見

40

90

ら
れ
、生
活
習
慣
病
対
策
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
、専
門
家
や
関
係
機
関
の
代
表
者
、公
募
市
民
を
含
む「
ワ
ー

16

ク
シ
ョ
ッ
プ
部
会
」
を
設
置
し
て
、
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ

の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
骨
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

果
な
ど
を
参
考
に
、
市
民
の
聞

き
と
り
調
査
も
交
え
て
決
定
し

ま
し
た
。

※「
め
ざ
す
姿
」の
実
現
の
た
め
に
、

青
・
壮
年
期
の
あ
な
た
に
身
に

付
け
て
ほ
し
い
生
活
習
慣
に
つ
い

て
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

3
行
動
計
画
の
策
定

　

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
基
本

16

計
画
に
沿
っ
て　

年
度
は
行
動
計

17

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
健
康
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
市
民
は
具
体
的
に

ど
ん
な
生
活
改
善
に
取
り
組
む
の

か
、
関
係
機
関
や
企
業
は
何
に
取

り
組
む
の
か
な
ど
を
調
査
し
、行
政

の
具
体
的
事
業
な
ど
も
盛
り
込
ん

だ
実
践
的
な
計
画
と
な
り
ま
す
。

 

青
・
壮
年
期
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
お
聞

き
し
た
声
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
代
の「
め
ざ
す
姿
」
を
設

定
し
ま
し
た
。

　

健
康
課
題

(3)「
め
ざ
す
姿
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、現
在
の
市
民
の
健
康
状
況
か

ら
、
各
世
代
に
ど
ん
な
健
康
課

題
が
あ
る
の
か
、ま
た
何
か
ら
取

り
組
ん
だ
ら
よ
い
か
優
先
順
位

を
決
め
ま
し
た
。

　

改
善
が
望
ま
れ
る
生
活
習
慣

(4)
各
世
代
の
健
康
課
題
に
影
響
を

与
え
る
生
活
習
慣
を
明
確
に
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
分
か
っ
た
生

活
の
実
態
か
ら
、
改
善
が
望
ま

れ
る
生
活
習
慣
の
優
先
順
位
を

決
め
ま
し
た
。

　

目
標
値
の
設
定

(5)
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣

の
改
善
に
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
、
ま
た
目
標
の
達
成

度
を
分
か
り
や
す
く
評
価
す
る

た
め
に
、
目
標
値
を
設
定
し
ま

し
た
。目
標
値
は
、
国
や
県
の
指

標
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
代

(2)
保
健
福
祉
分
野
の
次
世
代
育
成

行
動
計
画
や
老
人
保
健
福
祉
計

画
な
ど
各
計
画
で
担
わ
れ
て
い

る
世
代
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
施

策
を
尊
重
し
、
本
計
画
の
対
象

は
、　

〜　

歳
の
青
年
期
と
、　

19

39

40

〜　

歳
の
壮
年
期
と
し
ま
す
。

64

　

市
民
参
加
に
よ
る
計
画
策
定

(3)
健
康
づ
く
り
は
市
民
一
人
ひ
と

り
が
直
接
関
わ
る
課
題
で
あ
り
、

広
く
市
民
参
加
の
も
と
に
、
地

域
の
現
状
や
特
性
を
踏
ま
え
た

計
画
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
行

政
関
係
者
や
関
係
機
関
の
専
門

家
だ
け
で
な
く
住
民
・
地
区
組

織
の
代
表
、
公
募
市
民
な
ど
の

参
加
を
図
り
ま
し
た
。

２
計
画
の
骨
子

　

計
画
の
期
間

(1)
平
成　

年
度
を
初
年
度
と
し
、

18

　

年
度
ま
で
の　

年
間

27

10

　

め
ざ
す
姿

(2)
元
気
館
や
地
域
・
職
場
な
ど
で

����
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一人一人ひとりが自ら行動行動することが 
「健康健康みらい柏崎柏崎2121」の健康健康づくり運動運動です 

一人一人ひとりが自ら行動行動することが 
「健康健康みらい柏崎柏崎2121」の健康健康づくり運動運動です 

一人ひとりが自ら行動することが 
「健康みらい柏崎21」の健康づくり運動です 

めざす姿の実現のために、青・壮年期のあなたに身に付けてほしい生活習慣 
今日から行動を始めませんか 

※標準化死亡比とは、地域ごとの死亡率を比較するときに用いる指標のことをいいます。 
　全国平均を100として示し、それと比較してその地域の死亡状況が高いか低いかを表します。 

青年期（19～39歳） 

めざす姿 

壮年期（40～64歳） 

　問い合わせ　元気館元気支援課健康係　　20-4211　　22-1077　 

忙しい中でも、心と体のバランスを意識しなが
ら生活のコントロールができる 

健康の課題 

１位　ストレス・心の病気 
２位　歯の病気 
３位　自殺 
４位　高脂血症･糖尿病･肥満等生活習慣病 

健康の課題 

１位　糖尿病･高脂血症･がん等生活習慣病 
２位　ストレス・心の病気 
３位　自殺 
４位　歯の病気 

主な指標と10年後の目標値 

健康課題の目標 

・休養が十分とれていない人の減少 
 
・自分は健康だと感じている人の増加 
 
・歯や歯ぐきの症状がある人の減少 
 
・高脂血症の減少 
 
生活習慣の目標 

・満足した睡眠がとれている人の増加 
 
・歯間ブラシやデンタルフロスを 
　使っている人の増加 
・甘味飲料を毎日飲む人の減少 
 
・野菜のおかずを毎食食べている人の増加 
 
・朝食を毎日食べない人の減少 
 
・10分程度なら歩く人の増加 
 
・週2回以上30分以上の運動をする人の増加 
 
・週1回以上体重を測る人の増加 
 
・たばこを吸っている人の減少 

　 

　 
43％ 
 

79％ 
 

61％ 
 

28％ 
 
 

63％ 
 

15％ 
 

35％ 
 

20％ 
 

34％ 
 

27％ 
 

11％ 
 

49％ 
 

男48％ 
女23％ 

　 

　 
減少 
 
87％ 
 
52％ 
 
14％ 
 
 

73％ 
 
33％ 
 
25％ 
 
53％ 
 
17％ 
 
45％ 
 
21％ 
 
70％ 
 
35％ 
17％ 

　 

　 
→ 
 
→ 
 
→ 
 
→ 
 
 
→ 
 
→ 
 
→ 
 

→ 
 
→ 
 
→ 
 
→ 
 
→ 
 
→ 
→ 

［現状値］ ［目標値］ 

主な指標と10年後の目標値 

健康課題の目標 

・糖代謝異常割合の減少 
・がん標準化死亡比の減少 
 
・自殺の標準化死亡比の 
　減少 
 
・60歳で自分の歯が24本以上ある人の増加 
 
生活習慣の目標 

・野菜のおかずを毎食食べている人の増加 
 
・ほぼ毎食満腹まで食べる人の減少 
 
・就寝前2時間以内の飲食を 
　週3回以上する人の減少 
・お酒を毎日飲む人の減少 
・10分程度のところなら 
　いつも歩く人の増加 
・週2回以上30分以上の 
　運動をする人の増加 
・たばこを吸っている人の減少 
 
 
・仕事以外でやりがいを感じる 
　ものがある人の増加 
・定期的に歯石を歯科医院で 
　とってもらう人の増加 

　 

21％ 
男88 
女97 
 

男132 
女136 
 

64％ 
 
 

42％ 
 

43％ 
 

35％ 
34％ 
 

43％ 
 

11％ 
 

男46％ 
女　9％ 
 

61％ 
 

13％ 

　 

減少 
44 
49 
 
100 
100 
 

75％ 
 
 

63％ 
 

21％ 
 

20％ 
27％ 
 

71％ 
 

34％ 
 

23％ 
　5％ 
 

76％ 
 

49％ 

　 

→ 
→ 
→ 
 
→ 
→ 
 
→ 
 
 

→ 
 
→ 
 
→ 
→ 
 
→ 
 
→ 
 
→ 
→ 
 
→ 
 
→ 

［現状値］ ［目標値］ 

めざす姿 

家族・仲間との交流を楽しむゆとりを持ち、元
気で充実感のある生活を送る 

▼
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①
介
護
予
防
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

②
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
実

態
調
査

※
い
ず
れ
も
高
柳
町
、
西
山
町
を

含
み
ま
す
。
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新
た
に
「
第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成　

〜　

年
度
）」
を
策
定
す

18

20

る
に
あ
た
り
、
介
護
保
険
制
度
や
高
齢
者
の
福
祉
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
意
向
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

6
月　

日
号
の
広
報
で
は
、「
介
護
予
防
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
を
お

20

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、「
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
実
態
調
査
」

に
つ
い
て
、
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
主
な
原

因
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

▼
「
足
、
腰
、
膝
等
の
整
形
外
科

的
な
病
気
」
が
全
体
の　

・
8

22

％
を
占
め
て
お
り
、次
い
で「
脳

梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管

性
の
病
気
」
が　
・
5
％
、「
認

21

知
症
（
痴
呆
症
）」
が　
・
6
％

11

に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
か
？
【
重
複

回
答
】

▼
「
利
用
し
て
い
る
」
が
全
体
の

　
・4
％
、「
利
用
し
て
い
な
い
」

57が　
・
5
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

34

　

な
お
、
利
用
し
て
い
な
い
理
由

で
は
、
「
ま
だ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
か
ら
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
家
族
に
介
護
し
て
ほ

し
い
、
ま
た
は
家
族
の
介
護
で

間
に
合
っ
て
い
る
か
ら
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

まだサービスを 
利用するほどでは 

ないと思っているから 

350

6666

3030

1010

2222

1313

8787

2222

4242

66

30

10

22

13

87

22

42

300250200150100500

家族に介護してほしい、 
または家族の介護で 
間に合っているから 

他人の世話になりたく 
ない、または他人が家の 
中に入るのは嫌だから 

手続きや 
サービス内容が 

よく分からないから 

自分の希望と 
サービスの内容や 

時間が合わないから 

希望するサービスに 
空きがないから（施設入所 
の申し込みをしている方を含みます） 

サービスの利用料が 
高いから 

病院に入院中だから 

住宅改修または 
福祉用具購入のために 

要介護認定を受けたから 

その他 

284284

270270

284

270

利用していない理由 

脳梗塞や脳出血などの 
脳血管性の病気 
21.5％ 

介護が必要になった主な原因はどんなことですか？ 

心臓病 
3.3％ 

糖尿病 1.8％ 

呼吸器の病気 
1.7％ 

悪性新生物 
（ガン） 1.0％ 

認知症 
（痴呆症） 
11.6％ 足、腰、膝等の 

整形外科的な病気 
22.8％ 

リウマチ 
2.0％ 

筋力、体力 
の低下 
8.6％ 

うつ病、 
精神病 
2.1％ 

難病 1.9％ 

不慮の事故 
2.3％ 

その他 
5.9％ 

わからない 
1.0％ 

未回答 12.5％ 

調 査 方 法  郵送による無記名回答 

平成17年1月31日 

平成17年2月17日～3月10日 

要介護・要支援認定者 
（居住系サービス利用者除く） 

2,975人 

2,079人 

69.9％ 

基　準　日 

調 査 期 間  

調査対象者 

 

回 答 者 数  

回　答　率 

介護保険の在宅サービスを利用していますか？ 

利用している 
57.4％ 

利用していない 
34.5％ 

未回答 
8.0％ 
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今
回
の
調
査
に
は
、
多
く
の
方

か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
分
析
を
加
え
な
が
ら
、

第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
対
策
課

　

�　

・
2
2
2
8

21

　

�　

・
4
7
0
0

21

�
介
護
保
険
制
度
や
高
齢
者
の
福

祉
の
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

▼
「
家
族
と
生
活
す
る
こ
と
が
一

番
と
考
え
て
お
り
、
で
き
る
限

り
在
宅
で
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

が
全
体
の　

・
1
％
を
占
め
て

40

お
り
、次
い
で「
施
設
へ
入
所（
入

居
）
ま
た
は
病
院
に
入
院
す
る

方
が
安
心
で
き
る
た
め
、
施
設

を
充
実
し
て
ほ
し
い
」が　

・
6

23

％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
施
設
に
入
所（
入
居
・
入
院
）し

な
い
で
、
在
宅
で
安
心
し
て
生

活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
か
？
【
重
複
回
答
】

▼「
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る（
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
ケ
ア
）
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
）」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る
（
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

�
一
般
的
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
や
利
用
で
き
る
量
が
多
く
な

る
と
、
そ
れ
を
賄
う
介
護
保
険

料
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
？

▼
「
サ
ー
ビ
ス
は
今
の
ま
ま
で
い

い
の
で
、
介
護
保
険
料
を
上
げ

な
い
で
ほ
し
い
」が
全
体
の　
・
52

0
％
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で

「
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て
も
、

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
ほ
し

い
」
が　

・
0
％
に
な
っ
て
い

19

ま
す
。訪問系サービスを充実させる 

（訪問介護（ホームヘルプサービス）や 
訪問リハビリテーションなど） 

1,0008006004002000

通所系サービスを充実させる 
（通所介護（デイサービス、デイケア）や 

ショートステイなど） 

新しいサービスを導入する 

介護予防を推進し、 
重症化しないようにする 

認知症（痴呆症）に対する 
在宅ケアを充実させる 

在宅での医療体制を強化する 

ボランティアや地域住民の 
自発的な活動（見守りや助け合い） 

を推進する 

その他 

144144

476476

213213

425425

156156

3535

808808

874874

144

476

213

425

156

35

808

874

介護保険制度や高齢者の福祉の制度などについて、 
どのように考えていますか？ 

家族と生活することが 
一番と考えており、 
できる限り在宅で 
介護を受けることが 
できるようにしてほしい 
40.1％ 

その他　0.5％ わからない　6.3％ 

未回答　11.7％ 

施設へ入所（入居） 
または病院に入院する 
方が安心できるため、 
施設を充実してほしい 
23.6％ 

改修した民家などを 
利用して、デイサービスを中心に、 
ホームヘルプサービスや必要時の 
宿泊などを併せて利用できる 
「小規模でいくつかのサービスを 
提供する施設」を自分の地域に充実 
させてほしい　8.8％ 

介護保険などの 
制度だけでなく、 
地域で支え合う 
ことができる 
体制づくりを 
してほしい 
3.0％ 

寝たきりや痴呆 
の方を増やさない 
ように、生きがい 
活動の支援や健康 
づくり、寝たきり・ 
痴呆の予防教室 
などに力を 
入れてほしい 
6.1％ 

介護保険料が 
上がっても、 
サービスを 
充実してほしい 
19.0％ 

一般的に介護サービスの種類や利用できる 
量が多くなると、それを賄う介護保険料は高く 
なりますが、これについてどのように考えていますか？ 

サービスは今の 
ままでいいので、 
介護保険料を 
上げないでほしい 
52.0％ 

サービスは今より 
低下してもよいので、 
介護保険料を下げてほしい 
2.8％ 

その他 
1.0％ 

わからない 
13.0％ 

未回答 
12.2％ 
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市
で
は
毎
年
、
市
政
の
各
分
野
で
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を

市
制
施
行
記
念
日
で
あ
る
7
月
1
日
に
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
表
彰
式
で
は
、
自
治
功
労
3
人
、
教
育
文
化
功
労
2
人
、
保
健
衛

生
・
体
育
功
労
2
人
、
土
木
等
公
益
事
業
功
労
1
人
、
社
会
福
祉
功
労
2
人
、

善
行
功
労
1
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
れ
の
表
彰
者
と
主
な
功
績
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
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�

��

 
岡
村  
久
利

    

さ
ん　
　

お
か
む
ら 
ひ
さ
と
し

82

山
室

�
�
�
�

　

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し

て
豊
か
な
識
見
と
優
れ
た
指
導
力

を
も
っ
て
、
地
域
農
業
の
発
展
と

保
護
育
成
の
た
め
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
。

 
荒
川   
熊
一 
さ
ん　
　

あ
ら
か
わ 
く
ま
い
ち

77
西
山
町
坂
田

　

多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と

し
て
各
種
統
計
調
査
に
精
励
し
、

調
査
内
容
の
確
実
性
を
保
持
さ
れ
、

地
方
自
治
の
振
興
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
。

 
村
山   
忠
利 
さ
ん　
　

む
ら
や
ま 
た
だ
と
し

70

新
橋

　

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
長
と
し

て
市
政
運
営
に
協
力
し
、
市
民
福

祉
の
向
上
と
住
民
自
治
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

 
深
田   
乙
作 
さ
ん　
　

ふ
か
だ 
お
と
さ
く

86

田
中

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

多
年
に
わ
た
り
鵜
川
改
修
事
業

促
進
対
策
協
議
会
の
会
長
等
と
し

て
、
市
民
を
水
害
か
ら
守
る
た
め

鵜
川
の
治
水
対
策
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
。

 
横
村  
英
雄

    

さ
ん　
　

よ
こ
む
ら 

ひ
で
お

66東
本
町
一

�
�
�
�
�
�

　

多
年
に
わ
た
り
柏
崎
民
謡
保
存

会
の
会
長
と
し
て
郷
土
民
謡
の
伝

承
や
、
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
の
振

興
な
ど
文
化
の
向
上
と
当
市
の
紹

介
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

 
宮
島  
み
や
じ
ま 
恒
子 
さ
ん　
　

つ
ね
こ

71東
本
町
二

　

多
年
に
わ
た
り
日
本
舞
踊
の
指

導
者
と
し
て
郷
土
舞
踊
の
伝
承
と

普
及
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ぎ

お
ん
柏
崎
ま
つ
り
の
振
興
な
ど
文
化

の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
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千
原   
孝
之 
さ
ん　
　

ち
は
ら 
た
か
ゆ
き

17
橋
場
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

冬
季
長
野
大
会
に
お
い
て
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
２
種
目
に

出
場
し
、
銀
メ
ダ
ル
と
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
さ
れ
た
。

 
小
山   
洋 
さ
ん　
　

こ
や
ま 
ひ
ろ
し

28
東
本
町
一

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

に
出
場
し
、
2
年
連
続
で
優
勝
す

る
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

ら
れ
た
。

 
西
巻   
美
惠
子 
さ
ん　
　

に
し
ま
き 

み

え

こ

78中
田

�
�
�
�
�
�

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域
の
民
生
安
定

と
社
会
福
祉
の
増
進
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
。

 
木
村  
き
む
ら 
睦
子 
さ
ん　
　

む
つ
こ

57

鯨
波

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
、
地
域
の
民
生
安

定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
。

 
宮
川  
み
や
が
わ 
留
司 
さ
ん　
　

と
め
じ

81
中
浜
二

�
�
�
�

　

町
内
会
長
を
は
じ
め
環
境
衛
生

や
青
少
年
育
成
、
社
会
福
祉
な
ど

幅
広
い
分
野
の
役
員
等
と
し
て
、

市
政
に
多
大
な
協
力
を
さ
れ
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
事
課

　

�　

・
2
3
3
0

21

　

�　

・
3
3
0
3

32
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�

る
こ
と
に

な
っ
た
た

め
、
同
年

6
月　

日
21

に
西
山
町

に
お
い
て
、

友
好
都
市

関
係
確
認

書
の
調
印

式
を
行
い
、

そ
の
後
楚

州
区
と
い

う
地
名
で
西
山
町
と
友
好
関
係
を

続
け
て
き
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
友
好
提
携
は
、
平
成　

年
17

5
月
1
日
の
合
併
に
よ
り
柏
崎
市

に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
友
好
提
携
協
定
書
を
尊
重
し
、

共
に
友
好
交
流
の
発
展
に
努
め
る

こ
と
の
合
意
と
確
認
を
す
る
も
の

と
し
て
6
月　

日　

に
調
印
を
行

22

(水)

い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

�
総
務
課

　

�　

・
4
0
0
8

47

　

�　

・
2
9
1
9

47

　

楚
州
区
の
委
託
を
受
け
た
淮
安

市
楚
州
区
人
民
対
外
友
好
協
会
長

を
始
め
と
す
る
5
人
の
方
々
が
柏

崎
市
を
訪
れ
、
友
好
提
携
書
の
確

認
と
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
山
町
と
楚
州
区
と
の
友
好
交

流
は
、
日
中
国
交
回
復
を
実
現
し

た
故
周
恩
来
元
首
相
の
故
郷
と
故

田
中
角
栄
元
総
理
の
故
郷
と
い
う

縁
か
ら
、
平
成
4
年
の
柏
刈
日
中

友
好
の
翼
に
よ
る
西
山
町
長
の
表

敬
訪
問
か
ら
始
ま
り
、
双
方
の
行

政
、
議
会
の
訪
中
、
訪
日
を
行
い
、

相
互
理
解
を
重
ね
、
平
成
7
年　
10

月　

日
に
中
国
淮
安
市
（
現
楚
州

29
区
）
に
お
い
て
友
好
提
携
書
の
調

印
を
行
い
ま
し
た
。
以
後
、
周
恩

来
元
首
相
生
誕
1
0
0
周
年
記
念

式
典
へ
の
参
加
、
西
山
町
町
政
施

行　

周
年
記
念
式
典
へ
の
招
へ
い

40
や
、
児
童
、
生
徒
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
事
業
の
実
施
な
ど
で
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

　

年
2
月　

日
に
中
華
人
民
共
和

13

10

国
国
務
院
の
行
政
区
域
町
政
企
画

に
基
づ
く
決
定
に
よ
り
、
淮
安
市

の
地
名
が
楚
州
区
に
変
更
さ
れ
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平
成　

年
4
月
以
降
に
免
除
申

17

請
を
行
う
場
合
の
所
得
基
準
は
上

記
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
申
請
者
本
人
の
ほ
か
、

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
方
も
所

得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
平
成　

年
4
〜
6
月
分
の
免
除

17

申
請
に
つ
い
て
は
、前
々
年（
平
成

　

年
）の
所
得
で
審
査
し
ま
す
。

15
※
失
業
な
ど
で
収
入
が
な
く
な
っ

た
方
や
、
地
震
な
ど
の
災
害
に

あ
わ
れ
た
方
は
雇
用
保
険
の
受

給
に
関
す
る
書
類
や
、
被
害
額

に
関
す
る
書
類
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

平
成　

年
4
月
か
ら
他
の
年
齢

17

層
に
比
べ
て
所
得
の
少
な
い
満　
30

歳
未
満
の
方
に
は
、
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

・
申
請
者
本
人
と
配
偶
者
が
、
所

������������
������������
������������
������������
������������
������������
������������������������
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国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

得
基
準
（
全
額
免
除
）
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�

　

保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付

猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

10保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、

保
険
料
の
免
除
も
し
く
は
納
付
猶

予
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

3
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納

す
る
場
合
に
は
、承
認
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
中
に
追
納

17

す
る
場
合
の
加
算
額
を
含
め
た
具

体
的
な
追
納
額
は
、
下
の
表
の
と

お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・
柏
崎
社
会
保
険
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　

�　

・
5
8
2
0

23

　

�　

・
6
2
1
1

23

・
市
民
課
国
民
年
金
係

　

�　

・
2
2
0
1

21

　

�　

・
2
5
2
8

21

保険料の全額（13,580円） 

全　額　免　除 

免
　
除
　
額 

所
得
の
め
や
す 

半　額　免　除 

※全額免除された期間は、 
　保険料を全額納付した 
　ときに比べ、年金額が 
　１／３になります。 

保険料の半額（6,790円） 
が免除され、残りの半額 
を納付（注） 

※半額免除された期間は、 
　保険料を全額納付した 
　ときに比べ、年金額が 
　２／３になります。 

前年の所得が以下の計算式 
で計算した金額の範囲内で 
あること 

(注)半額免除された期間の半額の保険料を納めない場合は、その期間が 
　保険料未納期間となり、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合 
　に、年金を受け取れなくなる場合がありますので、ご注意ください。 

前年の所得が以下の計算式 
で計算した金額の範囲内で 
あること 

＜計算式＞ 
(扶養親族等の数＋１) 
×35万円＋22万円 

＜計算式＞ 
118万円＋扶養親族等控除額 
＋社会保険料控除額等 

10年度目 
9年度目 
8年度目 
7年度目 
6年度目 
5年度目 
4年度目 
3年度目 
2年度目 
1年度目 

1 6 , 3 1 0円  
1 6 , 2 6 0円  
1 6 , 0 4 0円  
1 5 , 7 9 0円  
1 5 , 1 9 0円  
1 4 , 6 0 0円  
1 4 , 0 4 0円  
1 3 , 5 0 0円  
1 3 , 3 0 0円  
1 3 , 3 0 0円  

―  
―  
―  
―  
―  
―  
―  

6 , 7 5 0円  
6 , 6 5 0円  
6 , 6 5 0円  

全 額 免 除  半 額 免 除  
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た
だ
し
、
災
害
や
盗
難
・
病
気
・

事
業
の
廃
止
な
ど
の
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
や
、
乳
幼
児
ま

た
は
高
齢
な
方
に
つ
い
て
は
、

資
格
証
明
書
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

分
割
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す
の

で
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
納
付
方

法
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に

よ
り
保
険
税（
料
）の
支
払
い
が
困
難

な
と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

税（
料
）の
減
額
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・
国
保
医
療
課
国
民
健
康
保
険
係

　

�　

・
2
2
1
0

21

　

�　

・
1
3
1
5

21

・
税
務
課
収
税
係

　

�　

・
2
2
5
2

21

　

�　

・
4
7
0
0

21

▼
短
期
保
険
証
と
は
？

国
保
税（
料
）を
滞
納
し
て
い
る
人

に
交
付
さ
れ
る
有
効
期
限
の
短

い
保
険
証
で
す
。医
療
機
関
に
は

普
通
に
か
か
れ
ま
す
が
、
更
新

ご
と
に
納
税
相
談
が
行
わ
れ
、

頻
繁
に
更
新
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▼
資
格
証
明
書
と
は
？

1
年
間
滞
納
が
続
い
た
と
き
に

保
険
証
の
代
わ
り
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。「
資
格
証
明
書
」

は
被
保
険
者
の
資
格
が
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
だ
け
で
、
保
険

証
の
よ
う
な
効
力
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。
後
日
申
請
す
れ

ば
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
7
割

の
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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ひ
と
り
親
家
庭
の
方
々
が
お
困
り
の
と
き
、
支
援
員
に
よ
る
一
時
的
な
生

活
支
援
や
子
育
て
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

支
援
を
受
け
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　

病
気
や
急
な
仕
事
で
お
子
さ
ん
の
面
倒
を
ど
う
し
て
も
見
ら
れ
な
い
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
と
き
安
心
し
て
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

課
総
務
係
へ
。

※
登
録
申
請
書
は
福
祉
課
総
務
係

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
も
、

7
月　

日
で
登
録
期
限
が
切
れ

31

ま
す
の
で
、
改
め
て
登
録
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
総
務
係

　

�　

・
2
2
3
4

21

　

�　

・
1
3
1
5

21

▼
登
録
資
格

　

市
内
在
住
の
母
子
・
父
子
家
庭

お
よ
び
寡
婦
の
方

▼
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
申
請
者
ま
た
は
生
計
中
心
者
の

前
年
（
1
〜
7
月
の
間
は
前
々

年
）
の
所
得
に
係
る
市
民
税
課

税
証
明
書

▼
受
け
ら
れ
る
支
援

・
乳
幼
児
の
保
育

・
児
童
の
生
活
指
導

・
食
事
・
掃
除
・
洗
濯
な
ど
の
家
事
・

生
活
必
需
品
な
ど
の
買
物

・
深
夜
か
ら
早
朝
ま
で
の
宿
泊
保
育

▼
申
し
込
み

　

登
録
申
請
書
を
記
入
し
、
福
祉

�
�
��
�
��
�
	


�
�


�
�

　

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い

の
に
国
保
税（
料
）を
納
め
ず
、納
税

相
談
に
も
応
じ
な
い
場
合
、や
む
を

得
ず
次
の
よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
督
促
後
も
納
め
ず
に
い
る
と
、

通
常
の
保
険
証
の
代
わ
り
に
有

効
期
限
の
短
い「
短
期
保
険
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
納
期
限
か
ら
1
年
経
過
し
て
も

滞
納
が
続
く
と
保
険
証
を
返
却

す
る
こ
と
に
な
り
、代
わ
り
に「
資

格
証
明
書
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
納
期
限
か
ら
1
年
6
か
月
経
過
し

て
も
滞
納
が
続
い
て
い
る
と
、
国

保
の
給
付
（
医
療
費
・
出
産
一
時

金
・
葬
祭
費
な
ど
）
が
全
部
ま
た

は
一
部
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

������������
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
お
金
を

出
し
合
い
、
医
療
費
の
支
払
い
に
充
て
る
と
い
う
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
、

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
制
度
で
す
。特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
保
税（
料
）を

納
め
ず
に
い
る
と
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
っ

て
大
気
に
熱
が
蓄
え
ら
れ
て
気
温

が
上
が
り
、
地
球
温
暖
化
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
集
中

豪
雨
、
台
風
が
数
多
く
上
陸
す
る

な
ど
、
温
暖
化
の
影
響
と
見
ら
れ

る
現
象
が
起
こ
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
む
と
、

2
1
0
0
年
に
は
平
均
気
温
が
さ

ら
に
約
2
℃
上
昇
す
る
と
予
想
さ

れ
、
海
面
の
上
昇
に
よ
る
都
市
の

水
没
、
洪
水
や
干
ば
つ
、
熱
帯
性

伝
染
病
の
流
行
な
ど
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�


�

　

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
地

球
温
暖
化
の
解
決
の
た
め
に
世
界

が
協
力
し
て
作
っ
た
京
都
議
定
書

が
今
年
2
月
に
発
効
し
、
日
本
は
、

2
0
0
8
〜
1
2
年
の
間
に
、
1

9
9
0
年
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
6
％
削
減
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
国
民
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
チ
ー
ム・マ
イ
ナ
ス
6
％
で
す
。

　

チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
6
％
で
は
、Ｃ

Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
6
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動

し
、地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

市
役
所
で
は
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

6
％
の
参
加
団
体
に
登
録
し
、
Ｃ

Ｏ
2
削
減
の
取
り
組
み
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

　

�　

・
2
2
9
9

21

　

�　

・
7
7
1
4

24

�
�
�
�
�
�
�

　

地
球
は
太
陽
か
ら
の
熱
を
吸
収

す
る
一
方
で
、
一
部
の
熱
は
宇
宙

に
逃
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
、
生
命
が
生
き
る
た
め

に
適
し
た
気
温
（
現
在
は　

℃
）

15

を
維
持
し
て
い
る
の
が
大
気
で
す
。

も
し
こ
の
大
気
が
な
け
れ
ば
、
太

陽
が
沈
ん
だ
と
た
ん
に
温
度
が
下

が
り
、
気
温
は
マ
イ
ナ
ス　

℃
ま

18

で
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
2
）
な
ど
に
は
熱
を
吸
収
・

反
射
す
る
性
質
が
あ
り
、
太
陽
の

光
が
と
ぎ
れ
て
も
気
温
が
極
端
に

下
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
温
室
効
果
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

適
温
を
保
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
2
な
ど

の
気
体
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
人
間
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
た
め
に
石
油
や

石
炭
を
大
量
に
燃
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
Ｃ
Ｏ
2
が
徐
々
に
増
え
、

自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
ま
で
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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チーム・マイナスチーム・マイナス6％　％　6つのアクションつのアクション チーム・マイナスチーム・マイナス6％　％　6つのアクションつのアクション チーム・マイナス6％　6つのアクション 
◆過剰包装を断りましょう◆過剰包装を断りましょう ◆自動車自動車のアイドリングをやめましょうのアイドリングをやめましょう 

◆エコ商品を選んで買いましょうエコ商品を選んで買いましょう ◆コンセントをこまめに抜きましょうコンセントをこまめに抜きましょう 

◆過剰包装を断りましょう 

★年間約31kgのCO2の削減 

　1人あたり年間約300枚のレジ袋な
どの手提げ袋を使用しています。買
い物の際は小さく折りたためるバッグ
を携帯し、袋をもらわないようにしまし
ょう。 

◆自動車のアイドリングをやめましょう 

★年間約39kgのCO2の削減 
★年間で約2,000円の節約 

　アイドリング時には、1分間に約
14mlのガソリンが消費されています。 
　1分以上の停車を目安にエンジン
停止を心掛けましょう。ガソリン代も節
約になります。 

◆冷房は冷房は2828℃に設定℃に設定しましましょしょう 

◆蛇口◆蛇口はこまめにしめましょうはこまめにしめましょう 

◆冷房は28℃に設定しましょう 

★年間約31kgのCO2の削減 
★年間で約2,000円の節約 

　冷暖房の使用を1℃控えるだけで
大きな効果があります。人がいない
部屋のエアコンはこまめに止めましょう。
オフィスでは、28℃で快適に仕事をす
るため、ノーネクタイ・ノー上着のクー
ルビズの取り組みをお願いします。 

◆蛇口はこまめにしめましょう 

★年間約65kgのCO2の削減 
★年間で約4,000円の節約 

　シャワーを1分間出しっ放しにすると、
10リットルの水の無駄遣いになります。
シャンプーのときなど、必要のない時
はこまめにシャワーを止めましょう。また、
風呂の残り湯は洗濯に利用しましょう。 

◆エコ商品を選んで買いましょう 

★年間約170kgのCO2の削減 
★年間で約11,000円の節約 
（冷蔵庫の場合） 

　家電製品を買い換えるときは、「省
エネ性能」に注目しましょう。省エネ
製品にすると、CO2の排出量と電気
代が大きく削減されます。 

◆コンセントをこまめに抜きましょう 

★年間約87kgのCO2の削減 
★年間で約6,000円の節約 

　テレビ、ビデオデッキ、電子レンジな
どの電気製品は、使用していない時
も待機電力が消費されています。待
機電力の合計は、家庭の電力消費
の約10％にもなります。使わないとき
は電気製品のコンセントを抜きましょう。 
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年
度
の
取
り
組
み
で
は
、
温

16
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を　

年
度
の

14

実
績
よ
り
6
8
0
t（
2
・
6
％
）

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
し
た
が
、7
1
2
t（
2
・
7
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
が
排
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
約　

％
が
ク
リ
ー
ン
セ
ン

65

タ
ー
で
の
廃
棄
物
の
焼
却
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
昨
年
度
は
水
害
・
地
震

と
災
害
が
相
次
ぎ
、
ご
み
の
焼
却
量

が
増
え
た
こ
と
が
温
室
効
果
ガ
ス

増
加
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の
た
め
、
ご

み
の
減
量
化
、
ご
み
の
分
別
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

　

�　

・
2
2
9
9

21

　

�　

・
7
7
1
4

24

　

市
役
所
で
は
、
日
常
の
業
務
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
、

平
成　

年　

月
か
ら
「
環
境
に
や
さ
し
い
柏
崎
市
率
先
行
動
計
画
」
に
取
り

10

10

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
平
成　

年
度
の
取
り
組
み
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

16

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

��������������������������
照　明 

冷暖房 

パソコン 

・運転中は急発進・急加速をしない、停車時のアイドリ 
　ングストップを励行する。 
・近距離の移動は自転車を利用する。 

・昼休みは消灯、朝は8時30分から点灯。 
・不要個所の消灯を徹底する。 

・設定温度は、 
　「暖房20℃以下、冷房28℃以上」 

・昼休み、離席時は電源ＯＦＦ。 

・トイレ・洗面所・給湯室の節水を心がける。 
・洗車時にホースの手元にコックをつけて節水する。 

・両面コピー・片面ミスコピー紙の再利用。 
・コピー用紙は古紙配合率100％、白色度70％の製品を使用する。 

・ごみの分別・リサイクルを徹底する。 
 
・エコマークやグリーンマーク入りの製品を購入する 

・月1回のノーマイカー通勤を実施する。 

自動車燃料 

主な取り組み内容 

電　気 

水 

紙　類 

廃棄物 

物品購入 

その他 

○電気使用量［kwh］ 
●ガソリン使用量［　］ 
○軽油使用量［　］ 
○灯油使用量［　］ 
○Ａ重油使用量［　］ 
○都市ガス使用量［　］ 
●液化石油ガス（LPG） 使用量［　］ 
○水道使用量 
●公用車における低公害車の導入［台］ 
●新エネルギー施設の導入［個所］ 
○用紙類使用（購入）量［kg］ 
○廃棄物（紙およびプラスチック類）焼却量［kg］ 
○廃棄物（紙およびプラスチック類）リサイクル率［%］ 
●温室効果ガス排出量の削減［t］ 

注1) 対象施設は、柏崎市・ガス水道局・教育委員会・柏崎地域広域事務組合の83施設・112所属。 
注2) 「○」は達成、「●」は未達成。 

項　　　　目 
平成14年度実 
績(基準年度)

平成16年度 
(中間目標)

平成19年度 
(最終目標)

平成16年度 

率先行動計画平成16年度の取り組み結果 

実　績 増減量 増減率 

17,182,024 
84,094 
100,887 
110,072 
216,517 
901,033 
12,812 
285,975 

15 
3 

142,243 
77,051 
57.0 

26,154

16,706,970 
89,207 
93,988 
101,428 
192,129 
822,322 
13,195 
268,231 

22 
3 

128,463 
56,551 
62.6 

26,866

▲475,054 
5,113 

▲6,899 
▲8,644 
▲24,388 
▲78,711 

383 
▲17,744 

7 
0 

▲13,780 
▲20,500 

― 
712

▲2.8% 
6.1% 

▲6.8% 
▲7.8% 
▲11.3% 
▲8.7% 
3.0% 

▲6.2% 
― 
― 

▲9.7% 
▲26.6% 

― 
2.7%

0.2%以内の増加に抑える 

1.3%以上削減 

1.0%以上削減 

1.4%以上削減 

0.5%以上削減 

1.6%以上削減 

0.9%以上削減 

1.7%以上削減 

28台以上 

4個所以上 

3.3%以上削減 

4.5%以上削減 

60.2％以上 

2.6%以上削減 

1%以上削減 

3%以上削減 

2%以上削減 

4%以上削減 

2%以上削減 

4%以上削減 

5%以上削減 

4%以上削減 

50台以上 

10個所以上 

9%以上削減 

10%以上削減 

65％以上 

13%以上削減 
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し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
一
部

の
町
内
会
の
ご
み
集
積
場
所
に
て
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

ご
み
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ク

リ
ー
ン
デ
ー
は
、
道
路
や
公
園
な

ど
の
公
共
の
場
の
清
掃
活
動
、
な

ら
び
に
環
境
美
化
活
動
を
す
る
日

で
あ
り
、
家
庭
ご
み
を
回
収
す
る

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
ご
み

は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
決
め
ら
れ

た
日
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

　

落
ち
葉
や
小
枝
な
ど
は
野
焼
き

を
せ
ず
に
、
透
明
・
半
透
明
の
袋

に
入
れ
て
、
各
町
内
会
の
「
燃
や

す
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
庭
木
を
せ
ん
定
し
た
枝
（
直

径
3
〜
5
㎝
の
太
さ
の
も
の
）
は

１
ｍ
以
下
の
長
さ
に
切
り
、
わ
ら

や
麻
縄
な
ど
で
縛
っ
て
、
各
町
内

　

6
月
5
日
に
実
施
し
ま
し
た
全

市
一
斉
清
掃
「
ク
リ
ー
ン
デ
ー
柏

崎
」
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
、

並
び
に
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
柏
崎

の
ま
ち
も
ご
み
の
な
い
、
き
れ
い

で
住
み
よ
い
ま
ち
に
近
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
柏
崎
の
ま
ち
を
き
れ
い

に
保
つ
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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今
後
も
柏
崎
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
の
「
せ
ん
定
枝
」
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
紙
く
ず
や
廃
材
な
ど
に
つ
い
て

も
、
必
ず
適
正
な
処
理
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ド
ラ
ム
缶
で
行
う
焼

却
に
つ
い
て
も
野
焼
き
に
該
当
す

る
た
め
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

み
良
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ク
リ
ー
ン
推
進
課
ご
み
減
量
係

　

�　

・
2
2
6
5

21

　

�　

・
4
1
9
6

24

参加町内会 

平成17年度｢クリーンデー柏崎｣参加実績 

※（　）内は、昨年度の収集量です。 

ご
み
の
収
集
量 

237町内会 

24,120人 参加人数 

燃やすごみ 60.63ｔ 
（54.96ｔ） 

8.75ｔ 
（6.78ｔ） 

 88.00ｔ 
（91.00ｔ） 

燃やさないごみ 

側溝汚泥 
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被
災
に
よ
る
宅
内
の
漏
水
に
よ

り
、
前
年
同
月
の
使
用
量
を
超
え

た
部
分
の
料
金
（
下
水
道
・
集
排

と
も
）
を
、
被
災
日
が
属
す
る
検

針
月
お
よ
び
次
の
検
針
月
の
2
か

月
間
に
限
り
、
免
除
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
原
則
と
し
て
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
よ
り
漏
水

の
修
理
を
終
了
し
た
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
状
況

の
変
化
な
ど
に
よ
り
前
年
同
月
に

よ
り
難
い
場
合
は
、
別
途
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み

　
　

月　

日　

ま
で
に
、
減
免
申

12

31

(土)

請
書
に
ご
記
入
の
上
、
ガ
ス
水

道
局
業
務
課
料
金
係
へ
。

※
減
免
申
請
書
は
、
西
山
事
務
所

（
旧
企
業
団
事
務
所
）
お
よ
び

高
柳
事
務
所
（
高
柳
町
事
務
所

内
）
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

６
月　

日
の
地
震
で
水
漏
れ
を
し
た
お
客
さ
ま
の
水
道
・
下
水
道
料
金
の

20

一
部
お
よ
び
臨
時
の
水
道
工
事
費
を
免
除
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

被
災
に
よ
り
、
水
道
の
使
用
が

で
き
な
く
な
っ
た
お
客
さ
ま
が
、

同
一
場
所
で
応
急
的
に
水
道
を
使

用
す
る
た
め
、
臨
時
の
水
道
工
事

を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ

の
水
道
工
事
費
は
全
額
市
が
負
担

し
ま
す
。

▼
申
し
込
み

　

8
月　

日　

ま
で
に
、
ガ
ス
水

31

(水)

道
局
業
務
課
受
注
工
事
係
へ
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ス
水
道
局
業
務
課
料
金
係
・

受
注
工
事
係

　

�　

・
6
1
1
6

22

　

�　

・
9
3
5
0
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一
般
家
庭
に
お
い
て
、
一

般
料
金
以
外
の
お
得
な
料

金
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。今

回
の
料
金
改
定
で
は
、

一
般
料
金
に
つ
い
て
次
の

表
の
と
お
り
料
金
の
引
き
下
げ
を

行
い
ま
し
た
が
、
一
般
家
庭
用
向

け
各
種
料
金
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

も
、
料
金
の
引
き
下
げ
や
適
用
月

の
延
長
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ガ
ス
水
道
局
で
は
7
月
1
日
か
ら
新
し
い
ガ
ス
料
金
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
料
金
改
定
で
は
、
旧
料
金
に
比
べ
全
体
で
7・　

％
の
引
き
下
げ
を
実

49

施
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ス
水
道
局
業
務
課
営
業
係

　

�　

・
4
1
1
1

22

　

�　

・
9
3
5
0
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▼
一
般
家
庭
用
向
け
料
金
メ
ニ
ュ
ー

　

ガ
ス
温
水
暖
房
機
器
・
家
庭
用

空
調
機
器
を
お
使
い
の
お
客
さ

ま
が
お
得
に
な
る
よ
う
、
料
金

の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

①
家
庭
用
温
水
暖
房
契
約

　

ご
家
庭
の
お
部
屋
で
温
水
暖

房
・
温
水
エ
ア
コ
ン
・
暖
房
用
放
熱

器
の
い
ず
れ
か
と
、
熱
源
機
（
給
湯

暖
房
用
・
暖
房
専
用
）を
ご
使
用
の

お
客
さ
ま
に
適
用
し
ま
す
。
温
水

を
暖
房
と
し
て
利
用
す
る
の
で
お

部
屋
の
空
気
を
汚
し
ま
せ
ん
。し
か

も
、
適
用
期
間
（
冬
期
間
）
は
台
所

や
お
風
呂
な
ど
温
水
暖
房
以
外
で

使
用
さ
れ
る
ガ
ス
料
金
に
も
適
用

さ
れ
ま
す
。

②
家
庭
用
空
調
契
約

　

ご
家
庭
で
ガ
ス
ヒ
ー
ポ
ン
、
吸
収

式
空
調
機
器
を
ご
使
用
の
お
客
さ

ま
に
適
用
し
ま
す
。
こ
の
契
約
を
ご

利
用
に
な
り
ま
す
と
、台
所
や
お
風

呂
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
ガ
ス
料
金

も
年
間
を
通
じ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

料金表Ａ 

料金表Ｂ 

料金表Ｃ 

一般料金表(供給約款料金表) ※消費税込み 

0～25m　3 

26～250m　3 

251m　3～ 

月間 
ご使用量 
(m　3) 
 

新 
基本料金 
（円/月） 

旧 
基本料金 
（円/月） 

新従量 
単位料金 
（円/m　3） 

旧従量 
単位料金 
（円/m　3） 

598.50円 

719.25円 

1,454.25円 

609.00円 

685.65円 

1,425.90円 

102.69円 

97.86円 

94.92円 

104.265円 

101.199円 

98.238円 

その他期 

※旧料金では冬期は12～4月でしたが、新料金では11～4月に変わります。 

冬　　期 

家庭用温水暖房契約 ※消費税込み 

一般料金を適用 一般料金を適用 

新 
基本料金 
（円/月） 

旧 
基本料金 
（円/月） 

新従量 
単位料金 
（円/m　3） 

旧従量 
単位料金 
（円/m　3） 

1,680円 2,593.50円 72.03円 75.7575円 

ご使用 
時期 

その他期 
（10～6月） 

ご使用 
時期 

夏　　期 
（7～9月） 

家庭用空調契約 ※消費税込み 

新 
基本料金 
（円/月） 

旧 
基本料金 
（円/月） 

新従量 
単位料金 
（円/m　3） 

旧従量 
単位料金 
（円/m　3） 

2,100円 2,100円 

2,100円 2,100円 

50.19円 60.7845円 

76.44円 79.4325円 

� �

※
ガ
ス
水
道
局
で
は
そ
の
他
の
料

金
メ
ニュ
ー
と
し
て
、
高
負
荷
業

務
用
契
約
、業
務
用
契
約
、空
調

用
契
約
、
輸
送
向
け
圧
縮
天
然

ガ
ス
用
契
約
な
ど
、お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
料

金
メ
ニュ
ー
を
多
数
取
り
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。
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▼
健
康
に
関
す
る
項
目

　

生
涯
に
わ
た
り
連
続
的
な
摂
取

を
し
て
も
人
の
健
康
に
影
響
が

生
じ
な
い
水
準
を
基
と
し
、
安

全
性
を
十
分
考
慮
し
て
設
定
し

た
項
目

▼
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関

連
す
る
項
目

　

水
道
水
と
し
て
の
基
礎
的
・
機

能
的
条
件
の
確
保
の
た
め
、
生

活
利
用
上
あ
る
い
は
水
道
施
設

の
管
理
上
障
害
が
生
ず
る
お
そ

れ
の
な
い
水
準
と
し
て
設
定
し

た
項
目

▼
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ス
水
道
局
浄
水
課

　
（
赤
坂
山
浄
水
場
）

　

�　

・
0
0
0
7
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�　

・
0
1
6
9
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ガ
ス
水
道
局
で
は
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
全
で
お
い
し
い
水
」
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
水
質
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

6
月
6
日
に
実
施
し
た
西
山
町
・
高
柳
町
の
水
質
検
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。す
べ
て
の
基
準
項
目（　

項
目
）で
安
全
な
水
の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
す
。 

50

　

水
は
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。
大
切
に
使
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

一般細菌 
大腸菌 
カドミウム及びその化合物 
水銀及びその化合物 
セレン及びその化合物 
鉛及びその化合物 
ヒ素及びその化合物 
六価クロム化合物 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 
フッ素及びその化合物 
ホウ素及びその化合物 
四塩化炭素 
1,4－ジオキサン 
1,1－ジクロロエチレン 
シス－1,2－ジクロロエチレン 
ジクロロメタン 
テトラクロロエチレン 
トリクロロエチレン 
ベンゼン 
臭素酸 
シアン化物及び塩化シアン 
クロロホルム 
ジブロモクロロメタン 
ブロモジクロロメタン 
ブロモホルム 
総トリハロメタン 
クロロ酢酸 
ジクロロ酢酸 
トリクロロ酢酸 
ホルムアルデヒド 

項 目 名  

健康に関する項目（30項目） 
単位：記入のないものは　/　 
水質基準値 高柳町岡野町 

地内給水栓水 

１　中100個以下 
検出されないこと 
0.01以下 
0.0005以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.05以下 
10以下 
0.8以下 
1.0以下 
0.002以下 
0.05以下 
0.02以下 
0.04以下 
0.02以下 
0.01以下 
0.03以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.06以下 
0.1以下 
0.03以下 
0.09以下 
0.1以下 
0.02以下 
0.04以下 
0.2以下 
0.08以下 

   0個/　 
検出されず 
0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.005未満 
0.1未満 
0.08 

0.1未満 
0.0002未満 
0.005未満 
0.002未満 
0.004未満 
0.002未満 
0.001未満 
0.003未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 

0.001 
0.004 
0.003 
0.001 
0.009 

0.002未満 
0.004未満 
0.02未満 
0.008未満 

水道水が有すべき性状に関連する項目（20項目） 
単位：記入のないものはPHを除き、　/　 

西山町北野 
地内給水栓水 

    0個/　 
検出されず 
0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 

0.002 
0.005未満 
0.1未満 
0.08未満 
0.1未満 

0.0002未満 
0.005未満 
0.002未満 
0.004未満 
0.002未満 
0.001未満 
0.003未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 

0.009 
0.005 
0.007 
0.001 
0.022 

0.002未満 
0.004未満 
0.02未満 
0.008未満 

項 目 名  水質基準値 高柳町岡野町 
地内給水栓水 

0.01未満 
0.05 

0.03未満 
0.01未満 
0.005未満 

17.3 
77 
193 

　0.02未満 
0.005未満 
0.0005未満 
 0.000002未満 
0.000002未満 

19.5 
0.5未満 

7.5 
異常なし 
異常なし 
1度未満 

 0.1度未満 

西山町北野 
地内給水栓水 

 

項 目 名  法定値 高柳町岡野町 
地内給水栓水 

西山町北野 
地内給水栓水 

 

0.01未満 
0.11 

0.03未満 
0.01未満 
0.005未満 

8.1 
40 
95 

　0.02未満 
0.005未満 
0.0005未満 
 0.000002未満 
0.000002未満 

11.9 
0.5未満 

8.0 
異常なし 
異常なし 
1度未満 

 0.1度未満 

亜鉛及びその化合物 
アルミニウム及びその化合物 
鉄及びその化合物 
銅及びその化合物 
マンガン及びその化合物 
ナトリウム及びその化合物 
カルシウム・マグネシウム等(硬度) 
蒸発残留物 
陰イオン界面活性剤 
非イオン界面活性剤 
フェノール類 
ジェオスミン 
2－メチルイソボルネオール 
塩化物イオン 
有機物(TOC) 
ＰＨ値 
味 
臭気 
色度 
濁度 

1.0以下 
0.2以下 
0.3以下 
1.0以下 
0.05以下 
200以下 
300以下 
500以下 
0.2以下 
0.02以下 
0.005以下 
0.00002以下 
0.00002以下 
200以下 
5以下 

5.8以上8.6以下 
異常でないこと 
異常でないこと 
5度以下 
2度以下 

水質基準以外の項目(参考)
単位：記入のないものは　/　 

0.1未満 
0.15

0.1未満 
0.4

アンモニア性窒素 
残留塩素 

 　　　　　　― 
0.1以上 

西山町 砂  田 浄水場
すな だ

高柳町山中浄水場


